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タ・テクノロジーが果たす利便性が明らかになる。データバイオ・プロジェクトは，各種

の産業やユーザー・プロファイルに適したプラットフォームを構築し，さまざまなアクタ

ーがバイオエコノミーに関連したビッグ・データ市場に参入し，新しいバイオエコノミー

関連のサービスを開発する道を拓くことができる。 

実施団体：欧州委員会– 通信ネットワーク・コンテンツ・技術総局 

実施時期：2017-2019年 

 

将来展望 

 

本文書には，欧州委員会と欧州連合の加盟各国が短期的達成をめざしてきたさまざまな具

体的行動が明記されている。とはいえ，農村部でのインターネットの普及や，普及にとも

なう課題や機会など，スマートヴィレッジの開発に関連したコンセプトは依然として今後

何年もの歳月をかけて解決すべき問題である。こうした取組は，われわれの村や農村部コ

ミュニティが今後も生き残っていくための重要な第一歩である。欧州委員会では，スマー

トヴィレッジ・インター・サービス・グループという組織を設け，中長期的に欧州連合の

各基金を利用して，スマートヴィレッジの開発推進に向けた戦略的アプローチの立案に努

めさせようと考えている。 
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参考資料６ 
Opinion of the European Economic and Social Committee on 

‘Villages and small towns as catalysts for rural development — 
challenges and opportunities’(own-initiative opinion)(2018/C 081/03) 
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